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長雨や大雨への備えは万全ですか
わたくしたちの国民健康保険
介護保険料が改定されました
情報公開制度平成14年度の実績

議会



清水 靖夫（新） 梶山 正一（徳）

副議長 議長

阿砂 美佐男（徳） 青木 孝二（鹿）石川 光生（鹿）礒部 啓槌（熊） 石丸 鉄郎（新）一原 英樹（鹿）

尾崎 隆則（熊） 沖田 秀仁（熊） 梅田 孝文（鹿） 上 田　 悟（熊） 植木 正紀（新） 井手上 利夫（徳）小田 浩生（熊）

岸村 敬士（徳） 神本 康雅（徳） 兼 重 　元（新） 金井 光男（徳） 樫 山 　隆（熊） 形 岡 　瑛（徳）木原 正太郎（新）

炭村 信義（新） 小林 雄二（徳） 児玉 研一（熊） 倉 増 　悟（鹿） 倉 住 　栄（徳） 久保 忠雄（熊）反田 和夫（徳）

　
周
南
市
誕
生
後
、初
の
議
会
と
な
る
５
月
臨
時

会
が
、５
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、議
長
と
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

議
長
に
梶
山
正
一
議
員
、副
議
長
に
清
水
靖
夫
議

員
が
当
選
し
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、常
任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
及
び

特
別
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
、各
委
員
会
で
正
・

副
委
員
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
以
降
、執
行
部
提
出
議
案
と
し
て
上
程

さ
れ
た
条
例
制
定
・
暫
定
予
算
な
ど
の
専
決
処
分

の
承
認
を
は
じ
め
、議
案
55
件
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
周
南
市
議
会
の
議
員
は
、合
併
特
例
法
を
適
用

し
、合
併
後
２
年
間
は
旧
徳
山
市
・
新
南
陽
市
・
熊

毛
町
・
鹿
野
町
の
78
人
の
議
員
が
引
き
続
き
在
任

し
ま
す
。

問
合
せ
＝
市
議
会
事
務
局

50
音
順
・
敬
称
略

※（徳）は旧徳山市、（新）は旧新南陽市
　（熊）は旧熊毛町、（鹿）は旧鹿野町の議員です。
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中村 秀昭（新） 中邑 典誠（新） 長嶺 敏昭（鹿） 中原 重之（鹿） 中津井 求（熊） 友田 秀明（新）中村 富美子（新）

田村 勇一（徳） 田中 和末（徳） 立 石 　修（新） 多田 道馨（新） 竹 本 　新（熊） 武末 清助（熊）歳光 時正（熊）

林　 重 男（鹿） 浜田 克史（徳） 橋本 憲江（新） 橋本 誠士（徳） 西林 幸博（徳） 西田 宏三（徳）伴 　凱 友（熊）

藤井 直子（徳） 藤井 啓司（徳） 藤井 一宇（徳） 福田 文治（新） 福田 健吾（新） 広本 武生（鹿）藤井 康弘（徳）

宮 崎 　進（新） 三浦 冨貴人（鹿） 松永 正之（熊） 古谷 幸男（徳） 藤村 治夫（鹿） 藤井 裕二（鹿）宮 崎 　隆（徳）

山田 武朗（熊） 山崎 忠男（新） 安 永 　守（鹿） 森重 幸子（新） 村上 秀夫（熊） 宗東 博昭（鹿）大 和 　清（徳）

和田 明信（徳） 米沢 痴達（徳） 吉光 一枝（新） 吉平 龍司（徳） 吉 鶴 　猛（新） 吉木 正實（新）渡辺 輝明（新）
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小 林 　 雄 二

尾 崎 　 隆 則

沖 田 　 秀 仁

兼 重 　 元

神 本 　 康 雅

岸 村 　 敬 士

倉 増 　 悟

中 原 　 重 之

長 嶺 　 敏 昭

広 本 　 武 生

福 田 　 健 吾

藤 井 　 啓 司

古 谷 　 幸 男

松 永 　 正 之

三浦　冨貴人

山 崎 　 忠 男

吉 木 　 正 實

吉 平 　 龍 司

和 田 　 明 信

渡 辺 　 輝 明

委 員 長

副委員長

委 員

松 永 　 正 之

炭 村 　 信 義

一 原 　 英 樹

小 田 　 浩 生

金 井 　 光 男

竹 本 　 新

田 中 　 和 末

長 嶺 　 敏 昭

福 田 　 健 吾

藤 井 　 直 子

藤 村 　 治 夫

吉 光 　 一 枝

中 村 　 秀 昭

金 井 　 光 男

石 川 　 光 生

石 丸 　 鉄 郎

植 木 　 正 紀

形 岡 　 瑛

樫 山 　 隆

久 保 　 忠 雄

倉 住 　 栄

児 玉 　 研 一

田 中 　 和 末

友 田 　 秀 明

中 津 井 　 求

橋 本 　 憲 江

伴 　 凱 友

藤 井 　 康 弘

宗 東 　 博 昭

山 田 　 武 朗

吉 光 　 一 枝

米 沢 　 痴 達

井手上　利夫

藤 井 　 裕 二

上 田 　 悟

梅 田 　 孝 文

梶 山 　 正 一

清 水 　 靖 夫

竹 本 　 新

多 田 　 道 馨

田 村 　 勇 一

中 邑 　 典 誠

中村　富美子

西 田 　 宏 三

西 林 　 幸 博

藤 井 　 直 子

藤 村 　 治 夫

宮 崎 　 隆

村 上 　 秀 夫

森 重 　 幸 子

吉 鶴 　 猛

一 原 　 英 樹

小 田 　 浩 生

青 木 　 孝 二

阿砂　美佐男

礒 部 　 啓 槌

木原　正太郎

炭 村 　 信 義

反 田 　 和 夫

武 末 　 清 助

立 石 　 修

歳 光 　 時 正

橋 本 　 誠 士

浜 田 　 克 史

林 　 重 男

福 田 　 文 治

藤 井 　 一 宇

宮 崎 　 進

安 永 　 守

大 和 　 清

企画総務委員会 環境教育委員会 健康福祉委員会 建設経済委員会

委 員 長

副委員長

委 員

西 田 　 宏 三

長 嶺 　 敏 昭

上 田 　 悟

沖 田 　 秀 仁

形 岡 　 瑛

兼 重 　 元

小 林 　 雄 二

炭 村 　 信 義

山 田 　 武 朗

吉 平 　 龍 司

渡 辺 　 輝 明

委 員 長

副委員長

委 員

委員会
区分
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◎は代表者　○は副代表者　▽は幹事長　□は会計

友 田 　 秀 明

倉 住 　 栄

樫 山 　 隆

橋 本 　 憲 江

中 津 井 　 求

宗 東 　 博 昭

山 田 　 武 朗

周南地区食肉センター組合議会議員

周南地区衛生施設組合議会議員

周陽環境整備組合　　

　　　　　　議会議員

玖西環境衛生組合　　

　　　　　　議会議員

尾 崎 　 隆 則

形 岡 　 瑛

児 玉 　 研 一

藤 井 　 康 弘

中村　富美子

森 重 　 幸 子

宮 崎 　 隆

村 上 　 秀 夫

光地区消防組合議会議員

光地域広域水道企業団

　　　　　 議会議員

周南地区福祉施設組合

　　　　　 議会議員

民生委員推薦会委員

井手上　利夫

小 林 　 雄 二

阿砂　美佐男

田 中 　 和 末

西 林 　 幸 博

◎

▽

刷新クラブ（５人）

中 原 　 重 之

形 岡 　 瑛

中村　富美子

木原　正太郎

藤 井 　 直 子

吉 光 　 一 枝

◎

○

▽

日本共産党周南市議団（６人）

吉 平 　 龍 司

松 永 　 正 之

森 重 　 幸 子

金 井 　 光 男

反 田 　 和 夫

橋 本 　 憲 江

◎

○

□

公明党（６人）

梶 山 　 正 一

西 田 　 宏 三

藤 井 　 一 宇

尾 崎 　 隆 則

植 木 　 正 紀

上 田 　 悟

小 田 　 浩 生

樫 山 　 隆

浜 田 　 克 史

藤 井 　 康 弘

山 崎 　 忠 男

和 田 　 明 信

◎

○

▽

□

平成会（12人）

神 本 　 康 雅

福 田 　 文 治

長 嶺 　 敏 昭

石 川 　 光 生

一 原 　 英 樹

倉 住 　 栄

藤 井 　 裕 二

藤 村 　 治 夫

安 永 　 守

◎

▽

□

新世紀（９人）

古 谷 　 幸 男

兼 重 　 元

竹 本 　 新

中 津 井 　 求

中 邑 　 典 誠

林 　 重 男

宮 崎 　 隆

大 和 　 清

米 沢 　 痴 達

◎

至誠会（９人）

石 丸 　 鉄 郎

宗 東 　 博 昭

立 石 　 修

梅 田 　 孝 文

倉 増 　 悟

多 田 　 道 馨

友 田 　 秀 明

三浦　冨貴人

宮 崎 　 進

渡 辺 　 輝 明

◎

○

▽

菁政会（10人）

田 村 　 勇 一

清 水 　 靖 夫

藤 井 　 啓 司

岸 村 　 敬 士

児 玉 　 研 一

武 末 　 清 助

中 村 　 秀 昭

橋 本 　 誠 士

福 田 　 健 吾

山 田 　 武 朗

◎

▽

□

新政会（10人）

炭 村 　 信 義

吉 木 　 正 實

吉 鶴 　 猛

◎

成民クラブ（３人）

広 本 　 武 生

青 木 　 孝 二

◎

錦流クラブ（２人）

伴 　 凱 友

会派に属さない議員

沖 田 　 秀 仁

久 保 　 忠 雄

礒 部 　 啓 槌

歳 光 　 時 正

村 上 　 秀 夫

◎

○

熊友クラブ（５人）
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大
雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害

は
、
正
確
な
気
象
情
報
を
集
め
る
こ

と
で
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報
に
関
心
を

持
ち
、
適
切
な
準
備
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

特
に「
注
意
報
」や「
警
報
」が
発
表

さ
れ
た
場
合
は
、
十
分
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
注
意
報
と
警
報

注
意
報
や
警
報
は
、
地
域
の
住
民

に
注
意
を
呼
び
か
け
、
災
害
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

注
意
報
は
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が

あ
る
と
き
に
、
警
報
は
重
大
な
災
害

が
起
こ
る
恐
れ
の
あ
る
と
き
に
、
そ

れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
ま
す
。

注
意
報
、
警
報
の
基
準
値
は
、
地

域
ご
と
に
違
い
ま
す
が
、
山
口
県
の

大
雨
・
洪
水
注
意
報
、
警
報
の
基
準

値
は
、
表
１
の
通
り
で
す
。

■
危
険
な
雨
の
降
り
方

土
砂
災
害
な
ど
の
起
こ
る
主
な
原

因
は
降
雨
で
あ
り
、
雨
の
降
り
方
、

強
さ
、
継
続
時
間
な
ど
が
、
大
き
く

関
係
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
と
雨
量
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
１
時
間
に
20
a
以
上
、
ま
た

は
降
り
始
め
か
ら
１
０
０
a
以
上
の

降
雨
量
に
な
っ
た
ら
、
注
意
が
必
要

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
雨
が
降
っ
た
ら
、
山
沿
い
、
河

川
の
近
く
、
造
成
地
な
ど
に
住
ん
で

い
る
人
は
、特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
地

形
、
地
質
を
十
分
知
っ
て
お
く
と
と

も
に
、
表
２
を
参
考
に
、
雨
量
や
降

り
方
で
予
想
さ
れ
る
影
響
を
、
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
家
族
全
員
で
、
も
し
も
の
と

き
の
避
難
場
所
や
避
難
す
る
道
順
な

ど
、
普
段
か
ら
具
体
的
に
と
る
べ
き

行
動
を
決
め
て
お
き
ま
し
よ
う
。

市
で
は
、
災
害
時
の
避
難
場
所

（
表
３
）と
し
て
、
小
･
中
学
校
、
公

民
館
な
ど
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
近

く
の
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
と
き
に
は
急
い
で
避
難
を

大
雨
に
よ
っ
て
起
こ
る
主
な
災
害

の
中
に
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ
、

土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
あ
り
ま

す
。
大
規
模
な
が
け
崩
れ
が
起
こ
る

数
時
間
前
に
、
同
じ
場
所
で
小
規
模

な
が
け
崩
れ
が
起
こ
る
事
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
先
行
す
る
が
け
崩
れ
で
危

険
を
察
知
し
、
避
難
し
て
大
災
害
を

ま
ぬ
が
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

大
雨
、
長
雨
の
と
き
は
、
こ
ん
な

前
ぶ
れ
現
象
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
が
け
崩
れ

●
が
け
か
ら
の
水
が

濁
る
　
●
が
け
に
亀
裂
が
入
っ
た

り
、
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
て
く
る

●
が
け
か
ら
音
が
す
る

■
地
す
べ
り

●
地
面
に
ひ
び
割
れ

が
で
き
る
　
●
沢
や
井
戸
の
水
が
濁

る
　
●
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

■
土
石
流

●
山
鳴
り
や
、
立
木
の

裂
け
る
音
や
石
の
ぶ
つ
か
り
あ
う
音

が
聞
こ
え
る
　
●
川
の
水
が
急
に
濁

っ
た
り
、
流
木
が
混
ざ
り
始
め
る

今
年
も
間
も
な
く
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
、
長
雨
や

大
雨
に
よ
る
被
害
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

毎
年
、
全
国
各
地
で
土
砂
崩
れ
、
洪
水
な
ど
の
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
決
し
て
人
ご
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
に
は
、
災
害
に
備
え
て
正
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
、
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

1時間 3時間 24時間
注意報 30A 50A 100A
警報 50A 80A 150A

1時間の雨量 状況
5～10A 雨が屋根を打つ音が聞こえ、あ

ちこちに水たまりができる。
10～20A ザ－ザ－と降り、雨音で話し声

がよく聞こえない。
20～30A どしゃ降りで、側溝や下水、小

さな川があふれる。
30～50A バケツをひっくり返したように

降り、道路が川のようになる。
50～80A 滝のように降り、土石流が起こ

りやすい。車の運転は危険。
80A以上 雨による大規模な災害発生の危

険あり、厳重な警戒が必要。

■注意報と警報の雨量

■降雨量とその状況

避
難
場
所
や
経
路
の
確
認
を

気
象
情
報
に
注
意
を

間
も
な
く
梅
雨
入
り
で
す

長
雨
や
大
雨
へ
の
備
え
は

万
全
で
す
か
？

表1

表2
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大
雨
に
よ
り
、
水
の
中
な
ど
を
避

難
す
る
場
合
、
次
の
こ
と
に
気
を
付

け
、慌
て
な
い
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

・
は
き
物

裸
足
や
長
靴
は
禁
物
。

ひ
も
で
し
っ
か
り
締
め
ら
れ
る
運

動
靴
を
履
く

・
歩
け
る
深
さ

水
の
中
を
歩
け
る

深
さ
は
、
成
人
男
子
で
約
70
b
、

成
人
女
性
で
約
50
b
。
水
深
が
腰

ま
で
あ
る
場
合
、
無
理
を
せ
ず
高

所
で
救
助
を
待
つ

・
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
に

お
互
い
の

体
を
ロ
ー
プ
で
結
ん
で
避
難
す

る
。
特
に
子
ど
も
か
ら
は
目
を
離

さ
な
い

・
子
ど
も
や
お
年
寄
り

お
年
寄
り

や
病
気
の
人
な
ど
は
背
負
い
、

乳
・
幼
児
の
避
難
に
は
浮
き
袋
や

ベ
ビ
ー
バ
ス
な
ど
を
利
用
す
る

・
足
元
に
注
意

水
面
下
に
潜
む
危

険
を
避
け
る
た
め
、
長
い
棒
を
つ

え
代
わ
り
に
し
て
安
全
を
確
認
し

な
が
ら
歩
く

■
非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意
す
る

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
非
常
持
ち

出
し
袋
を
準
備
し
、
す
ぐ
に
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
点
検
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
非
常
持
ち
出
し
品
の
例

・
非
常
食
品

乾
パ
ン
や
缶
詰
の
よ

う
に
保
存
期
間
が
長
く
、
火
を
通

さ
な
い
で
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、缶
切
り
、

栓
抜
き
な
ど
　
※
赤
ち
ゃ
ん
に
は

粉
ミ
ル
ク
を
忘
れ
ず
に
。

・
医
薬
品

消
毒
液
、
ガ
ー
ゼ
、
包

帯
、
解
熱
剤
、
胃
腸
薬
、
か
ぜ
薬

な
ど
。
持
病
が
あ
る
人
は
常
備
薬

も
忘
れ
ず
に

・
懐
中
電
灯

で
き
る
だ
け
１
人
に

１
つ
　
※
予
備
の
電
池
も
忘
れ
ず

に
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
貴
重
品

現
金
、
預
貯
金
通
帳
、

健
康
保
険
証
、
免
許
証
、
権
利
証

書
な
ど

・
携
帯
ラ
ジ
オ

小
型
で
軽
く
、
で

き
れ
ば
Ｆ
Ｍ
と
Ａ
Ｍ
の
両
方
聞
け

る
も
の
　
※
予
備
の
電
池
は
多
め

に
用
意
す
る
。

・
そ
の
他

下
着
・
上
着
な
ど
の
衣

類
、
タ
オ
ル
、
生
理
用
品
、
ウ
エ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
軍
手
、
か
っ

ぱ
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
ラ
イ
タ
ー
、
ラ
ッ
プ
フ
ィ

ル
ム
　
な
ど
　
※
赤
ち
ゃ
ん
に
は

紙
お
む
つ
、
哺
乳
ビ
ン
な
ど
も
忘

れ
ず
に
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

■災害全般の通報
総務課10834ー22ー8208
新南陽総合支所総務課10834ー61ー3027
熊毛総合支所総務課10833ー92ー0008
鹿野総合支所総務課10834ー68ー2331
周南警察署10834ー21ー0110
周南西警察署10834ー62ー0110
光警察署10833ー72ー0110

■救助・救急活動の要請
局番なしの1119

■市道、河川、橋、海岸の被害通報、問合せ
道路課10834ー22ー8389
河川港湾課10834ー22ー8396

新南陽総合支所土木建築課10834ー61ー3096
熊毛総合支所土木建築課10833ー92ー0023
鹿野総合支所施設課10834ー68ー2334

■ごみ、し尿処理
廃棄物リサイクル課10834ー22ー8303
新南陽総合支所環境対策課10834ー61ー3049
熊毛総合支所市民生活課10833ー92ー0036
鹿野総合支所市民生活課10834ー68ー2333

■国道2号・188号の被害通報、問合せ
国土交通省山口河川国道事務所防府国道維持出張所
10835ー22ー3093

■その他の県道、国道の被害通報、問合せ
山口県周南土木建築事務所10834ー21ー3593

■災害時の避難場所

災

害

時

の

連

絡

問

い

合

わ

せ

先

地区 避難場所
■本庁管内（旧徳山市）
各小学校、各中学校、各公民館
※中央公民館、菊川公民館加見分館・富岡分館、津木公民館、四
郎谷公民館、須金公民館は除きます。
●その他の避難場所
今宿 尚白園、御山集会所
岐山 養護老人ホームきさんの里、徳山高校、桜ヶ丘高校、

文化会館
中央・関門 徳山保健センター
遠石 徳山社会福祉センター、出光総合グランド
周陽 徳山商業高校、徳山工業高校、東部高等産業技術学

校、特別養護老人ホーム鼓海園、総合スポーツセン
ター

桜木 徳山大学
櫛浜 櫛浜コミュニティセンター
久米 平井集会所、東福祉館
向道 向道湖ふれあいの家
須々万 須々万農村環境改善センター、徳山北高校
中須 大田原自然の家
須金 須金農村環境改善センター
大津島 大津島支所
■新南陽総合支所管内
富田 明石集会所、川崎会館、富田東小学校、富田南保育

園、富田東地区コミュ二ティセンター、富田中学校、
新南陽体育館、地域交流センター、富田西小学校、
光万寺集会所、新南陽総合支所、永源山公園

福川 福川小学校、新南陽ふれあいセンター、福川中学校、
福川南小学校

和田 矢地峠集会所、打木野集会所、平木集会所、和田老
人作業所、和田老人憩いの家、和田中学校、夏切集
会所、中村集会所、林集会所、大原集会所、高瀬集
会所、西迫下集会所、馬神集会所、新南陽斎場

■熊毛総合支所管内
大河内 大河内公民館、大河内小学校
勝間 熊毛公民館、勝間ふれあいセンター、熊毛体育セン

ター、勝間小学校、熊毛中学校
高水 高水公民館、高水会館、高水小学校
三丘 三丘徳修館、三丘小学校
八代 鶴いこいの里交流センター
■鹿野総合支所管内
鹿野総合支所、鹿野公民館、鹿野総合総合体育館、アグリハウ
ス、鹿野小学校、元鹿野小学校金峰分校、大潮小学校、渋川小
学校、仁保津小学校、鹿野中学校、鹿野幼稚園、鹿野保育園、
鹿野高等学校、鹿野高齢者生産活動センター、鹿野商工会、自
治会管理の各公民館・集会所・自治会館・公会堂等（一部を除く）

避
難
を
す
る
と
き
の
注
意
は

表3
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周
南
市
の
平
成
15
年
度
の
国
民
健

康
保
険
料
率
は
、表
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
円
滑
な
運

営
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
15
年
４
月
か
ら
平
成
16
年
３

月
の
保
険
料
は
、
加
入
者
の
前
年
中

（
平
成
14
年
１
月
か
ら
12
月
）の
所
得

（
所
得
割
）と
加
入
者
数（
均
等
割
）と

世
帯（
平
等
割
）の
３
項
目
か
ら
計
算

し
ま
す
。

ま
た
、
世
帯
の
内
に
40
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
て
い
れ
ば
介

護
保
険
料
を
医
療
分
保
険
料
と
同
様

の
方
法
で
計
算
し
て
、
医
療
分
保
険

料
と
合
算
し
、
国
民
健
康
保
険
料
と

し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
15
年
４
月
以
降
に
40

歳
に
な
る
人
の
介
護
保
険
料
は
、
40

歳
に
な
る
月（
１
日
が
誕
生
日
の
場

合
は
そ
の
前
月
）か
ら
月
割
計
算
さ

れ
、
医
療
分
保
険
料
と
合
算
の
上
、

翌
月
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
平
成
15
年
度
中
に
65
歳
に

な
る
人
の
介
護
保
険
料
は
、
65
歳
に

な
る
月
の
前
月（
１
日
が
誕
生
日
の

場
合
は
そ
の
前
々
月
）ま
で
を
既
に

月
割
計
算
し
て
い
ま
す
。

年
度
の
途
中
で
加
入
者
の
異
動
が

あ
っ
た
と
き
は
、
月
割
計
算
で
増
額

ま
た
は
減
額
さ
れ
ま
す
。こ
の
場
合
、

日
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
加
入
月

は
賦
課
さ
れ
、
脱
退
月
は
賦
課
さ
れ

ま
せ
ん
。

な
お
、
加
入
の
届
出
が
遅
れ
た
場

合
、
資
格
取
得
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
義
務
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

早
め
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
は

保
険
年
金
課
国
保
係

1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
１
２

新
南
陽
総
合
支
所
国
保
年
金
係

1
０
８
３
４
―
61
―
３
０
４
５

熊
毛
総
合
支
所
国
保
年
金
係

1
０
８
３
３
―
92
―
０
０
３
５

鹿
野
総
合
支
所
国
保
年
金
係

1
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
２

計
算
方
法
は
３
方
式

法定減額制度とは、一定の所得以下の世帯については、均等割
額・平等割額を減額する制度です。ただし、「2割軽減」については、
申請が必要です。該当すると思われる世帯には、納付書発送時に
「減額申請書」を送付しますので、指定する期限内に必ず提出して
ください。

保険料は前年中の所得を基に計算します。
申告が遅れると保険料が後になって急に高くなる場合がありま
す。
また、全く収入のない人でも、所得の申告をしないと法定減額

制度の適用になりません。本庁及び各総合支所税務課で、申告を
してください。

均等割 

平等割 

均等割 

平等割 

均等割 

平等割 

 3,640円 

 2,940円 

 2,600円 

 2,100円 

 1,040円 

    840円 

軽減される額 
平成14年中の総所得金額 

33万円以下の世帯 

33万円　（24万5000円×世帯 
主を除く被保険者数）以下の世帯 

33万円　（35万円×被保険者数） 
以下の世帯 

軽減 
割合 医療分 

7割 

5割 

2割 

介護分 

18,480円 

16,450円 

13,200円 

11,750円 

  5,280円 

  4,700円 

＋ 

＋ 

■医療分の計算式

■介護分の計算式

医療分 計算式

所得割額（料率7.99％） （総所得－33万円）×7.99％＝Ａ

均等割額（1人当たり額） 26,400円×人数＝Ｂ

平等割額（世帯当たり額） 1世帯当たり23,500円＝Ｃ

年間保険料（10円未満切捨） （Ａ＋Ｂ＋Ｃ）の合計

※合計額が53万円を超える場合は53万円になります。

介護分 計算式

所得割額（料率1.02％） （総所得－33万円）×1.02％＝1

均等割額（1人当たり額） 5,200円×人数＝2

平等割額（世帯当たり額） 1世帯当たり4,200円＝3

年間保険料（10円未満切捨） （1＋2＋3）の合計

※合計額が8万円を超える場合は8万円になります。

平平
成成
1155
年年
度度

国国
民民
健健
康康
保保
険険
のの

料料
率率
なな
どど
がが
決決
まま
りり
まま
しし
たた●申告はお済みですか●

●法定減額制度●

■平成15年度の保険料率

医療分 介護分

所得割 7.99％ 1.02％

均等割 26,400円 5,200円

平等割 23,500円 4,200円
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介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

で
き
る
限
り
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た

制
度
で
す
。

国
・
県
・
市
の
負
担
と
と
も
に
、
40

歳
以
上
の
国
民
が
全
員
で
、
公
平
に

制
度
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
40

歳
以
上
の
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
、
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、
３

年
ご
と
に
向
こ
う
３
年
間（
今
回
は

平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
）の
サ
ー

ビ
ス
の
総
費
用
を
推
計
し
、
そ
の
費

用
か
ら
、
皆
さ
ん
が
実
際
に
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
時
に
支
払
う
利
用
者

負
担
分
を
除
い
た
部
分（
介
護
給
付

費
）の
18
％
が
、
65
歳
以
上
の
人
の

負
担
分
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
18
％
分
を
高
齢
者

の
人
数
で
割
っ
た
も
の
が
、
１
人
当

た
り
の
保
険
料
と
な
り
ま
す
。

平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
の
所
得

段
階
別
の
保
険
料
額
は
、
表
の
と
お

り
で
す
。

■
高
齢
者
人
口
の
増
加

今
回
周
南
市
の
保
険
料
を
算
定
し

た
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
２
市
２
町
の

保
険
料
に
対
し
、
引
き
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
主
な
理
由
と
し
て
は
、

q
高
齢
者
人
口
の
増
加
か
ら
く
る
サ

ー
ビ
ス
受
給
者
増
に
よ
る
費
用
の

増
加

w
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
介
護
給

付
費
に
占
め
る
負
担
率
の
変
更

（
14
年
度
ま
で
は
17
％
、
15
年
度

か
ら
は
18
％
）が
あ
り
ま
す
。

■
市
町
村
で
違
う
保
険
料

介
護
保
険
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村

が
運
営
す
る
た
め
、
介
護
給
付
費
も

そ
の
行
政
区
域
ご
と
に
算
定
し
ま

す
。
そ
の
た
め
市
町
村
の
高
齢
者
人

口
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

事
業
者
数
・
量
の
多
少
な
ど
に
よ
っ

て
介
護
給
付
費
が
異
な
り
、
保
険
料

も
違
い
が
出
て
き
ま
す
。

今
回
の
保
険
料
の
改
定
で
は
、
山

口
県
平
均
が
３
６
１
７
円
に
対
し
、

周
南
市
の
保
険
料
基
準
月
額（
所
得

段
階
が
第
３
段
階
の
年
間
保
険
料
の

１
／
12
の
額
）が
３
５
６
０
円
で
、

県
内
13
市
中
６
番
目
の
保
険
料
と
な

り
、
ほ
ぼ
平
均
的
な
額
と
い
う
こ
と

が
言
え
ま
す
。

■
保
険
料
支
払
方
法

支
払
方
法
に
は
普
通
徴
収
と
特
別

徴
収
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収（
納
付
書
で
納
付
）

年
額
保
険
料
を
10
回（
６
月
か
ら

３
月
の
毎
月
）に
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

図
の
よ
う
に
年
６
回
に
分
け
て
、

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

６
月
上
旬
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
納
入

通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と
は

介
護
保
険
課

1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
６
７

新
南
陽
総
合
支
所
介
護
保
険
係

1
０
８
３
４
―
61
―
３
０
８
３

熊
毛
総
合
支
所
介
護
保
険
係

1
０
８
３
３
―
92
―
０
１
０
３

鹿
野
総
合
支
所
介
護
保
険
係

1
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
２

国負担分 
25.0％ 

都道府県負担分 
12.5％ 

市町村負担分 
12.5％ 

第１号被保険者 
（65歳以上）の 
保険料 18.0％ 

第2号被保険者 
（40～64歳）の 
保険料 32.0％ 

0

5

10

15

20

25

30

35
（千人） 

13,182

17,701

75歳以上 

65歳 
～74歳 

平成12年 17年 19年 22年 

16,108

18,379

17,047

18,890

18,454

19,655

■高齢者人口の見込み 
平成12年は国勢調査、17・19・22年は見込み 

◇保険料の減免制度
次の要件に該当する人は、保険料の減免制度が利用

できます。
q災害や所得の著しい減少などにより、保険料の納付

が困難な人。
w65歳以上で所得段階区分が第2段階の人のうち、前

年の収入額が１人世帯の場合86万円以下（2人以上

の世帯の場合、１人世帯の86万円に１人につき43

万円を加算した額以下）で、市民税課税者に扶養さ

れていないなどの条件に該当する人。

※wの申請の受付は平成15年6月10日からです。

詳しくは本庁介護保険課または各総合支所介護保険

係へご相談ください。

■介護給付費負担割合

■特別徴収の人の保険料
ここから保険料額が変わる

4月 6月 8月 10月 12月 2月

仮　徴　収 本　徴　収

改定した年間保険料額から仮徴
前年度2月分の保険料額と同額 収分を差し引いた残額を10・12

・2月の3回で年金から天引き

平平
成成
1155
年年
度度
かか
らら
のの
介介
護護
保保

険険
料料
をを
改改
定定
しし
まま
しし
たた

65歳
以上

■平成15年度から平成17年度の所得段階別保険料額
所得段階 対象者 年間保険料額
第1段階 生活保護受給者又は市民税世帯 21,360円

非課税の老齢福祉年金受給者
第2段階 市民税世帯非課税者（世帯全員 32,040円

が市民税非課税）
第3段階 市民税本人非課税者（世帯員に 42,720円

市民税課税者有）
第4段階 市民税本人課税者（合計所得金 53,400円

額200万円未満）
第5段階 市民税本人課税者（合計所得金 64,080円

額200万円以上）
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入
園
料

大
人
４
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円
、
幼
児
無
料

入
園
料
が
無
料
に
な
る
人

▼
市

民
優
待
券
を
持
つ
人(

市
民
優
待

券
は
、
q
65
歳
以
上
の
人
　
w
身

体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
持

つ
人
　
e
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶

助
を
受
け
て
い
る
人
　
に
市
民

課
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
で
交

付
し
て
い
ま
す)

▼
市
内
の
小
・
中

学
生(

学
校
の
帽
子
、
名
札
、
学

生
手
帳
な
ど
を
呈
示
し
、
確
認
で

き
る
人)

問
合
せ

徳
山
動
物
園
1
０
８
３

４
―
22
―
８
６
４
０

農
業
振
興
地
域
の
中
で
、
特
に

農
業
に
利
用
す
べ
き
土
地
は
、
法

律
に
従
い「
農
用
地
」と
指
定
し
て

い
て
、
農
業
以
外
の
目
的
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
こ
の
区
域
内
の
農
地

の
集
団
性
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

な
ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
も

の
で
あ
れ
ば
、
申
し
出
に
よ
り
、

そ
の
土
地
を「
農
用
地
区
域
」か
ら

除
外
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
用
地
区
域
除
外
の
申
し
出
締
切

年
３
回(

平
成
15
年
度
は
６
月
13

日
、
10
月
15
日
、
２
月
13
日)

問
合
せ

農
政
課
1
０
８
３
４
―

22
―
８
３
５
６
、
ま
た
は
各
総
合

支
所
担
当
窓
口
。
新
南
陽
1
０
８

３
４
―
61
―
３
０
５
３
、
熊
毛
1

０
８
３
３
―
92
―
０
０
１
４
、
鹿

野
1
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
１

市
内
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
の

円
滑
化
を
図
る
た
め
、
夏
期
季
節

資
金(

運
転
資
金)

の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。
希
望
者
は
早
め
に
申

込
金
融
機
関
に
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

８
月
29
日(

金)

融
資
額
・
利
率

１
企
業
１
０
０

０
万
円
ま
で
、
年
１
・
９
％

申
込
金
融
機
関

山
口
銀
行
、
西

京
銀
行
、
東
山
口
信
用
金
庫
、
商

工
組
合
中
央
金
庫

問
合
せ

商
工
観
光
課
1
０
８
３

４
―
22
―
８
３
７
１

特
別
給
付
金
が
継
続
支
給
さ
れ

ま
す(

時
効
で
左
記
の
給
付
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
含
む)

。

対
象

▼
第
17
回
特
別
給
付
金

「
い
号
」国
債
を
受
け
た
戦
没
者
な

ど
の
妻
で
、
平
成
15
年
４
月
１
日

に
生
存
さ
れ
て
い
る
人
▼
第
19
回

特
別
給
付
金「
い
号
」国
債
を
受
け

た
戦
没
者
の
父
母
な
ど
で
、
平
成

15
年
４
月
１
日
に
生
存
さ
れ
、
平

成
10
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
15
年

３
月
31
日
ま
で
に
父
母
な
ど
と
氏

を
同
じ
く
す
る
自
然
血
族
の
子
ま

た
は
孫
を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ

た
人

請
求
期
限

平
成
18
年
３
月
31
日

問
合
せ

徳
山
地
域
の
人
は
社
会

課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
６

５
、
新
南
陽
地
域
の
人
は
新
南
陽

総
合
支
所
福
祉
課
1
０
８
３
４
―

61
―
３
０
８
８
、
熊
毛
地
域
の
人

は
熊
毛
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
1

０
８
３
３
―
92
―
０
０
１
２
、
鹿

野
地
域
の
人
は
鹿
野
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
1
０
８
３
４
―
68
―
２

３
３
２

今
年
の
夏
予
定
し
て
い
た
、
周

南
市
が
実
施
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
姉
妹
都
市
タ
ウ
ン
ズ
ビ
ル
市

へ
の「
中
高
生
等
海
外
訪
問
団
派

遣
事
業
」と
、
周
南
市
と
周
辺
の

市
町
が
共
同
で
実
施
す
る
カ
ナ
ダ

へ
の「
中
学
生
等
海
外
派
遣
事
業
」

は
、
新
型
肺
炎
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流
行

を
考
慮
し
、
中
止
し
ま
す
。

問
合
せ

企
画
調
整
課
国
際
交
流

担
当
1
０
８
３
４
―
22
―
８
５
９

１
、
学
校
教
育
課
1
０
８
３
４
―

22
―
８
５
４
３

対
象

道
路
に
お
け
る
交
通
事
故

が
原
因
で
、
保
護
者
が
死
亡
し
た

り
重
い
後
遺
障
害
に
な
っ
た
交
通

遺
児
で
、
来
春
、
高
校
・
大
学
な

ど
に
進
学
を
希
望
す
る
人
や
在
学

中
の
人

奨
学
金

高
校(

月
額)

２
万
円
、

大
学(

月
額)

４
万
円
な
ど

※
学
校
、
学
年
で
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ

交
通
遺
児
育
英
会
1
０

１
２
０
―
５
２
１
２
８
６

永
源
山
公
園【
新
】内
に
、
松
く

い
虫
の
防
除
剤
を
散
布
し
ま
す
。

危
険
で
す
の
で
、
山
林
に
立
ち
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
５
日(

木)

、
６
日

(

金)

、
19
日(

木)

、
20
日(

金)

の

８
時
30
分
〜
17
時
　
※
雨
天
順
延

問
合
せ

永
源
山
公
園
管
理
事
務

所
1
０
８
３
４
―
63
―
７
８
９
９

５
月
23
日
に
、
Ｊ
Ｒ
新
南
陽
駅

駐
輪
場
、
Ｊ
Ｒ
福
川
駅
駐
輪
場
及

び
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
放
置
自
転
車
の
整
理
を
行
い

ま
し
た
。

整
理
し
た
放
置
自
転
車
に
心
当

た
り
の
あ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

駐
輪
場
は
、
皆
さ
ん
が
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
正
し
く

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

新
南
陽
総
合
支
所
土
木

建
築
課
1
０
８
３
４
―
61
―
３
０

６
４

日
時

６
月
７
日(

土)

９
時
30
分

〜
11
時
30
分

場
所

鹿
野
公
民
館

研
修
会
講
師

山
口
大
学
教
育
学

部
　
岡
村
豊
太
郎
教
授

問
合
せ

鹿
野
公
民
館
1
０
８
３

４
―
68
―
２
０
９
４

周
南
市
誕
生
に
伴
い
、
事
務
所

の
名
称
を「
自
衛
隊
周
南
募
集
事

務
所
」に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、

場
所
を「
桜
馬
場
通
２
―
１
中
島

ビ
ル【
徳
】」に
移
転
し
ま
し
た
。

問
合
せ

自
衛
隊
周
南
募
集
事
務

所
1
０
８
３
４
―
31
―
７
０
９
７

国
土
交
通
省
で
は
、
県
と
市
の

協
力
の
も
と「
平
成
15
年
度
建
築

物
等
実
態
調
査
」を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
最
近
の
建
築
物

及
び
住
宅
の
建
築
状
況
な
ど
を
調

査
し
、
国
や
県
の
住
宅
・
建
築
行

政
な
ど
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

６
月
10
日(

火)

〜
30
日(

月)

の

間
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
調

査
内
容
は
、
統
計
に
関
す
る
こ
と

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ

開
発
指
導
課
1
０
８
３

４
―
22
―
８
４
２
１

国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
の
警
察
や
消
防
・
救
急
無
線
な

ど
を
妨
害
す
る
不
法
無
線
局
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

中
国
総
合
通
信
局
　
▼

無
線
通
信
へ
の
混
信
・
妨
害
は
1

０
８
２
―
２
２
２
―
３
３
３
２

▼
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

は
1
０
８
２
―
２
２
２
―
３
３
８
３

■
友
好
都
市
三
重
県
久
居
市
の
小

学
生
10
人

対
象
・
募
集
家
族

小
学
４
年
生

〜
６
年
生
の
児
童
を
持
つ
家
庭
・

10
家
庭(

申
込
順)

期
間

８
月
１
日(

金)

〜
４
日

(

月)

３
泊
４
日

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

場
所
、
住
所
な
ど
に
は【

】で
各
地
域
を
表
示
し
ま
す
。

例
【
徳
】＝
徳
山
地
域
【
新
】＝
新
南
陽
地
域
【
熊
】＝
熊
毛
地
域
【
鹿
】＝
鹿
野
地
域

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
手
続
き

徳
山
動
物
園
の

入
園
料
に
つ
い
て

中
小
企
業
夏
期
季
節
資
金

戦
没
者
の
妻
及
び

父
母
な
ど
の
皆
様
へ

放
置
自
転
車
の

整
理
を
行
い
ま
し
た

中
高
生
等
海
外
訪
問
団

派
遣
事
業
な
ど
の
中
止

松
く
い
虫
の
防
除
剤
を

散
布
し
ま
す

自
衛
隊
募
集
事
務
所
の

移
転
な
ど

6
月
1
日
〜
　
日
は

電
波
利
用
保
護
旬
間

建
築
物
等
実
態
調
査

鹿
野
青
少
年
健
全
育
成
会

議
総
会
・
研
修
会

交
通
遺
児
奨
学
生

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

引
き
受
け
家
族

お
知
ら
せ 

募
集 

10
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行
事
予
定

８
月
１
日
午
後
…
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
　
３
日
…
秋
芳
町
方

面
視
察
　
４
日
午
前
…
お
別
れ
会

■
姉
妹
都
市
オ
ラ
ン
ダ
・
デ
ル
フ

ザ
イ
ル
市
の
青
少
年
10
人
　

対
象
・
募
集
家
族

市
内
の
家

庭
・
10
家
庭(

申
込
順)

期
間

７
月
30
日(

水)

〜
８
月
５

日(

火)

６
泊
７
日

行
事
予
定

７
月
30
日
…
午
前
・

対
面
式
、
午
後
・
歓
迎
会
　
31
日

…
市
内
見
学
　
８
月
１
日
…
秋
芳

町
方
面
視
察
　
４
日
…
お
別
れ
パ

ー
テ
ィ
ー

負
担

い
ず
れ
も
市
が
実
施
す
る

行
事
以
外
の
経
費
は
、
引
き
受
け

家
庭
で
負
担
　
※
受
け
入
れ
児

童
・
青
少
年
１
人
１
泊
に
つ
き
市

か
ら
２
０
０
０
円
補
助

申
込
み

い
ず
れ
も
６
月
９
日

(

月)

８
時
30
分
か
ら
、
電
話
で
企

画
調
整
課
国
際
交
流
担
当
1
０
８

３
４
―
22
―
８
５
９
１

対
象
と
定
員

20
歳
以
上
で
年
５

回
程
度
の
研
修
会
に
参
加
で
き
る

市
民
、
30
人

内
容

消
費
生
活
に
関
す
る
研
修

会
に
出
席
し
、
日
常
生
活
に
お
け

る
消
費
者
と
し
て
の
意
見
や
、
情

報
の
報
告

任
期

７
月
〜
来
年
３
月
31
日

謝
礼

９
０
０
０
円

応
募
方
法

６
月
20
日(

金)

ま
で

に
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

で
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
家
族
構
成
、
消
費
者
と
し

て
の
意
見
や
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

書
い
て
、
〒
７
４
５
―
８
６
５
５

岐
山
通
１
―
１
　
生
活
安
全
課
市

民
相
談
係
　
メ
ー
ルshim

insodan
@
city.shunan.yam

aguchi.jp

問
合
せ

生
活
安
全
課
市
民
相
談

係
1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
２

０
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
担
当
窓

口
。
新
南
陽
1
０
８
３
４
―
61
―

３
０
９
８
、
熊
毛
1
０
８
３
３
―

92
―
０
０
１
１
、
鹿
野
1
０
８
３

４
―
68
―
２
３
３
３

対
象

18
歳
以
上(

高
校
生
を
除

く)

で
健
康
に
自
信
の
あ
る
人

施
設
と
日
時

新
南
陽
プ
ー
ル

【
新
】７
月
19
日(

土)

〜
８
月
31
日

(

日)

、
永
源
山
公
園
プ
ー
ル【
新
】

７
月
20
日(

日)

〜
８
月
20
日(

水)

賃
金

１
時
間
９
１
０
円

申
込
み

６
月
27
日(

金)

ま
で

に
、
市
販
の
履
歴
書
と
所
定
の
調

査
書
を
、
新
南
陽
体
育
館
内(

財)

新
南
陽
市
体
育
協
会
1
０
８
３
４

―
62
―
２
６
７
８
へ

対
象
と
定
員

市
内
の
戦
没
者
遺

族
・
戦
災
遺
族
な
ど
、
７
人

費
用

自
己
負
担
額
１
万
円

申
込
み

６
月
上
旬
ま
で
に
、
周

南
市
連
合
遺
族
会
事
務
局
大
川
さ

ん
1
０
９
０
―
１
０
１
３
―
８
６

１
４
へ

テ
ー
マ

標
語
は「
ふ
る
さ
と
の

川
や
海
を
き
れ
い
に
」、
川
柳
は

「
清
い
川
、
青
い
海
、
澄
ん
だ
水
、

き
れ
い
な
環
境
」

応
募
方
法

６
月
30
日(

月)

ま
で

に
、
は
が
き
に
作
品(

５
句
以
内

で
標
語
・
川
柳
の
別
を
明
記)

、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
書
い

て
、
〒
７
５
３
―
８
５
０
１
山

口
市
滝
町
１
―
１
　
山
口
県
瀬
戸

内
海
環
境
保
全
協
会(

県
環
境
政

策
課
内)

1
０
８
３
―
９
３
３
―

３
０
３
８
へ

７
月
１
日(

火)

に
開
催
す
る

「
母
推
ま
つ
り
」リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ

ー
の
用
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
用
品

使
わ
な
く
な
っ
た
お

も
ち
ゃ
、
ベ
ビ
ー
服
、
マ
タ
ニ
テ

ィ
用
品
な
ど
　
※
使
用
し
た
布
お

む
つ
、
靴
類
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

募
集
期
間
な
ど

６
月
13
日(
金)

ま
で
に
、
新
南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
持
参

※
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、
福
祉
関

係
へ
の
寄
付
や
母
子
保
健
推
進

事
業
に
活
用
し
ま
す
。

問
合
せ

新
南
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

1
０
８
３
４
―
61
―
３
０
９
１

新
南
陽
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
情

報
誌「
げ
ん
キ
ッ
ズ
」夏
休
み
号
に

掲
載
す
る
７
月
21
日(

祝)

〜
10
月

５
日(

日)

に
行
わ
れ
る
、
子
ど
も

ま
た
は
親
子
が
参
加
で
き
る
行
事

の
情
報
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

公
共
的
団
体
ま
た
は
子
育

て
支
援
グ
ル
ー
プ

情
報
内
容

行
事
名
、
日
時
、
場

所
、
対
象
、
費
用
な
ど

※
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

応
募
方
法

６
月
16
日(

月)

ま
で

に
、
教
育
委
員
会
新
南
陽
総
合
出

張
所
生
涯
学
習
課
1
０
８
３
４
―

61
―
３
１
１
６
へ

対
象

市
内
在
住
の
人

日
時
・
場
所

▼
６
月
10
日(

火)

10
時
〜
15
時
・
新
南
陽
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
　
▼
17
日(

火)

10
時
〜

15
時
・
和
田
公
民
館【
新
】

問
合
せ

人
権
推
進
課
1
０
８
３

４
―
22
―
８
４
５
６

国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
、
意
見
、
要
望
な
ど
を
受

け
付
け
ま
す
。

日
時
と
場
所

６
月
12
日(

木)

10

時
〜
15
時
、
新
南
陽
総
合
支
所
市

民
相
談
室

問
合
せ

新
南
陽
総
合
支
所
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
課
1
０
８
３
４
―
61
―

３
０
９
８

対
象

熊
毛
地
域
の
人

日
程
と
内
容

▼
６
月
２
日(

月)

一
般
・
行
政
・
高
齢
者
生
活
　
▼
９

日(

月)

一
般
・
人
権
・
職
業(

午
前)

▼
16
日(

月)

一
般
・
人
権
・
交
通
・

法
律
・
登
記
▼
23
日(

月)

一
般
・
人

権
・
心
の
健
康
・
青
少
年
　
▼
30
日

(

月)

一
般
・
人
権
・
心
の
健
康
・
青

少
年

時
間

10
時
〜
15
時

場
所

社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛
支
部

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会
熊
毛

支
部
1
０
８
３
３
―
92
―
０
０
２
７

対
象

鹿
野
地
域
の
人

日
時
な
ど

▼
６
月
９
日(

月)

行

政
相
談
を
併
せ
て
実
施

▼
19
日

(

木)

法
務
局
職
員
に
よ
る
相
談
を

併
せ
て
実
施

時
間

10
時
〜
15
時

場
所

鹿
野
公
民
館

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会
鹿
野

支
部
1
０
８
３
４
―
68
―
２
９
９
８

く
ら
し

ガ
イ
ド

周
南
市

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

子
ど
も
向
け
情
報
誌
へ
の

掲
載
情
報

プ
ー
ル
監
視
員

環
境
保
全
に
関
す
る

標
語
・
川
柳

全
国
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者

行
政
相
談

６
月
の
人
権
擁
護
法
律
相
談

熊
毛
地
域

６
月
の
心
配
ご
と
相
談

鹿
野
地
域

６
月
の
心
配
ご
と
相
談

バ
ザ
ー
用

育
児
・
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品

相
談 

入居資格 次の要件にすべて該当する人
q現在同居、または同居しようとする親族がある
w入居しようとする人全員の総所得の月割額が、定
められた基準内にある
※公営、単独住宅…一般世帯は20万円以下、高齢者
世帯や障害をもつ人の世帯は26万8,000円以下
※改良住宅…一般世帯は13万7,000円以下、高齢者
世帯や障害をもつ人の世帯は17万8,000円以下

e現に住宅に困っていることが明らか
r入居しようとする人全員が市町村税を滞納していない
入居時期 ７月中旬以降の予定
受付期間 ６月５日(木)～18日(水)８時30分～17時
15分　※土・日曜日を除く
必要書類 所得証明書、市町村税完納証明書、住民
票の写し、源泉徴収票など
受付場所 本庁、各総合支所の市営住宅の窓口
問合せ 新南陽総合支所土木建築課10834-61-3067

種別 住宅名 住所【新】 戸数 家賃(月額)
改良 川崎 川崎2―4 1 12,200 ～17,500
公営 大神 大神1―2 2 8,500 ～16,900
公営 日地 日地6―36 1 24,900 ～54,700
公営 角の口 大神3―12 1 19,100 ～41,900
改良 中溝 富田3044 1 5,700 ～ 8,300
公営 若山 若山1―3 1 16,100 ～35,400
公営 室尾 室尾2―9 2 11,600 ～45,100
単独 中畷 中畷町11 1 5,600 ～12,400

市営住宅入居者募集

※中溝・中畷は単身での申込み可(一定の要件があります)。
※他の地域については、従来どおりの方法で入居募集を行っています。
※随時募集の住宅に申込み中の人も、申込みできます。
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■
初
級
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

期
日

６
月
17
日(

火)

〜
19
日(
木)

受
講
料

６
０
０
０
円

申
込
締
切

６
月
10
日(

火)

■
初
級
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

期
日

６
月
24
日(

火)

受
講
料

２
０
０
０
円

申
込
締
切

６
月
17
日(

火)

■
初
級
Ｅ
メ
ー
ル

期
日

６
月
25
日(

水)

受
講
料

２
０
０
０
円

申
込
締
切

６
月
18
日(

水)

場
所
と
時
間
と
定
員

い
ず
れ
も

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
、
18
時
30
分

〜
21
時
30
分
、
各
10
人(

申
込
順)

申
込
み

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
1

０
８
３
３
―
92
―
０
２
０
０
　

■
中
級
ワ
ー
ド

期
日

６
月
19
日(

木)

、
20
日

(

金)

、
23
日(

月)

、
24
日(

火)

■
中
級
エ
ク
セ
ル

期
日

７
月
３
日(

木)

、
４
日

(

金)

、
７
日(

月)

、
８
日(

火)

場
所
と
時
間
と
定
員

い
ず
れ
も

鹿
野
公
民
館
、
昼
の
部
…
13
時
30
分

〜
16
時
30
分
・
夜
の
部
…
18
時
30
分

〜
21
時
30
分
、
昼
・
夜
と
も
各
20
人

経
費

テ
キ
ス
ト
代
自
己
負
担

申
込
み

６
月
３
日(

火)

か
ら
鹿

野
公
民
館
窓
口
で
受
け
付
け
。
1

０
８
３
４
―
68
―
２
０
９
４

■
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

時
代
を
つ
く
ろ
う

日
時

６
月
14
日(

土)

９
時
30
分

〜
11
時
30
分

場
所

久
米
小
学
校
体
育
館【
徳
】

講
師

大
阪
教
育
大
学
　
秋
葉
英

則
教
授

問
合
せ

徳
山
中
央
幼
稚
園
1
０

８
３
４
―
28
―
５
２
８
８

■
本
の
好
き
な
子
に
で
き
る
！

日
時

６
月
14
日(
土)

10
時
〜
11

時
30
分

場
所

和
光
保
育
園【
徳
】

講
師

別
院
べ
つ
い
ん

清
さ
ん(

エ
プ
ロ
ン

お
じ
さ
ん)

※
保
育
ル
ー
ム
が
有
り
ま
す
。

問
合
せ

和
光
保
育
園
内
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー「
ト
ト
ロ
」
1
０

８
３
４
―
31
―
４
８
８
７

日
時

６
月
５
日(

木)

10
時
〜
11
時

場
所

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー

(

築
港
町
13
―
15
【
徳
】)

内
容

絵
あ
そ
び「
の
び
の
び
か

け
て
い
い
で
し
ょ
う
！
」

講
師

元
光
市
立
幼
稚
園
長
　
菊

池
智
子
さ
ん

問
合
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
本
部
1
０
８
３
４
―
32

―
８
１
９
１

対
象

高
校
生
以
上
の
人

日
時

６
月
19
日(

木)

、25
日(

水)

、

28
日(

土)

18
時
〜
19
時
30
分

場
所

徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校

講
座
名

「
英
米
の
短
編
を
原
書

で
味
わ
う
公
開
講
座
」

定
員

15
人(

申
込
順)

受
講
料

５
２
０
０
円

申
込
み

６
月
９
日(

月)

ま
で

に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル

で
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号(

学
生
は
学
校
・
学
年
、
保

護
者
氏
名)

を
書
い
て
、
徳
山
工

業
高
等
専
門
学
校
庶
務
課
へ
。
1

０
８
３
４
―
29
―
６
２
０
０
5
０

８
３
４
―
28
―
７
６
０
５
　
メ
ー

ルsyom
u@
tokuyam

a.ac.jp

日
時

６
月
14
日(

土)

10
時
〜
11

時
45
分

場
所

新
南
陽
公
民
館

講
師

国
際
協
力
事
業
団
中
国
国

際
セ
ン
タ
ー
　
松
本
賢
二
さ
ん

問
合
せ

山
口
・
モ
ン
ゴ
ル
友
好

協
会
近
藤
さ
ん
1
０
８
３
４
―
62

―
２
３
９
４

■
周
南
市
消
防
本
部

日
時

７
月
８
日(

火)

・
９
日

(

水)

８
時
30
分
〜
16
時
30
分(

９

日
は
16
時
ま
で)

場
所

周
南
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー【
徳
】

受
講
料

３
５
０
０
円

申
込
受
付

６
月
２
日(

月)

〜
30

日(

月)

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
1
０

８
３
４
―
22
―
８
７
７
３

■
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

日
時

７
月
24
日(

木)

・
25
日

(

金)

９
時
〜
16
時

場
所

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部(

光
市)

受
講
料

３
５
０
０
円

申
込
期
限

７
月
４
日(

金)

必
着

問
合
せ

光
地
区
消
防
組
合
消
防

本
部
予
防
課
1
０
８
３
３
―
74
―

５
６
０
２

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤

通
学
す
る
人

日
時

７
月
13
日(

日)

９
時
〜

場
所

陸
上
競
技
場【
徳
】

種
別
と
部
門

競
走(

１
０
０
m

〜
５
０
０
０
m
ま
で
各
種)

、
走

幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投
な
ど
を

小
学
、
中
学
、
高
校
、
一
般
、
マ

ス
タ
ー
ズ
、
地
区
対
抗
、
共
通
の

各
部
門
で
競
技

申
込
期
限

６
月
29
日(

日)

問
合
せ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
内(

財)

徳
山
体
育
協
会
1
０
８

３
４
―
28
―
８
３
１
１

日
時

６
月
22
日(

日)

受
付
９
時

〜
10
時
30
分
　
※
小
雨
決
行

集
合
場
所

周
南
緑
地
公
園(

西

緑
地)

駐
車
場【
徳
】

参
加
料

個
人
５
０
０
円
、
グ
ル

ー
プ
５
０
０
円
　
※
当
日
徴
収

申
込
み

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
1
０

８
３
４
―
28
―
８
８
８
３

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤

通
学
す
る
小
学
４
年
生
以
上
の
人

日
時

６
月
29
日(

日)

９
時
〜

※
雨
天
中
止

場
所

陸
上
競
技
場【
徳
】

チ
ー
ム
構
成

１
チ
ー
ム
選
手
３

人
、
補
員
１
人
の
４
人
以
内

申
込
み

６
月
13
日(

金)

ま
で

に
、
所
定
の
参
加
申
込
書
を
市
民

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。
1
０
８
３
４
―

28
―
８
８
８
３

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤

通
学
す
る
人
、
新
南
陽
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
協
会
に
登
録
し
て
い
る
人

日
時

７
月
９
日
〜
毎
週
水
曜
日

７
時
40
分
〜

場
所

新
南
陽
体
育
館

部
門

女
子
、
混
合

参
加
料

１
人
１
０
０
０
円(

新

南
陽
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
登
録
者

は
５
０
０
円)

申
込
み

６
月
24
日(

火)

ま
で

に
、
新
南
陽
体
育
館
内(

財)

新
南

陽
市
体
育
協
会
1
０
８
３
４
―
62

―
２
６
７
８
へ

対
象

新
南
陽
地
域
に
在
住
ま
た

は
通
勤
通
学
す
る
人
、
新
南
陽
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
登
録
し

て
い
る
人

日
時

６
月
15
日(

日)

９
時
〜
12

時
　
※
雨
天
中
止

場
所

福
川
南
小
学
校
運
動
場【
新
】

部
門

一
般
男
子
、
一
般
女
子
、

子
ど
も(

中
学
生
以
下)

試
合
方
法

個
人
戦(

32
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ)

参
加
料

１
人
５
０
０
円(

グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
登
録
者
は
無

料)

、
別
に
大
会
出
資
金
１
人
１

０
０
円

申
込
み

６
月
９
日(

月)

ま
で

に
、
新
南
陽
体
育
館
内(

財)

新
南

陽
市
体
育
協
会
1
０
８
３
４
―
62

―
２
６
７
８
へ

日
時

６
月
６
日(

金)

・
７
日

(

土)

18
時
〜
21
時
30
分

場
所

大
道
理
公
民
館
周
辺【
徳
】

内
容

６
日
…
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

７
日
…
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
マ
ン
ド
リ

ン
演
奏
な
ど
　
※
両
日
出
店
多
数

問
合
せ

大
道
理
公
民
館
1
０
８

３
４
―
88
―
１
８
０
０

初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
踊
れ

ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
上
履
き
持
参
。

日
時

６
月
14
日(

土)

９
時
30
分

〜
12
時

場
所

勝
間
小
学
校
体
育
館【
熊
】

問
合
せ

勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
1
０
８
３
３
―
92
―
０
０
４
３

三
世
代
交
流

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
リ
ー
グ
戦

ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ

徳
山
陸
上
競
技
大
会

市
民
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

新
南
陽
地
域

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

講
演
会「
モ
ン
ゴ
ル
の
現

状
と
国
際
協
力
」

全
国
一
斉
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
山
口
県
大
会

ス
ポ
ー
ツ 

催
し 

子
育
て
講
習
会

鹿
野
公
民
館
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

徳
山
高
専
の
公
開
講
座

子
育
て
講
演
会

講
演
・
講
座 

防
火
管
理
者
講
習(
甲)

サ
ン
ウ
イ
ン
グ
熊
毛
の

パ
ソ
コ
ン
講
習
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障害者相談員

情報公開制度

相談員は、身体障害者及び知的障害者の福祉の増
進を図るため、相談を受けたり、関係機関とのパイ
プ役として活動します。気軽にご相談ください。
主な相談内容 福祉サービス、施設入所、就学・就職
に関すること、家庭における療育・生活のことなど
問合せ ●高齢障害課10834―22―8463
●新南陽総合支所福祉課10834―61
―3058●熊毛総合支所健康福祉課
10833―92―0012●鹿野総合支所健
康福祉課10834―68―2332

知的障害者相談員

身体障害者相談員

公開請求の内容

実施機関の内訳請求者の内訳

旧徳山市

旧新南陽市

旧熊毛町

※旧徳山市では、不服申立が1件(平成13年度の市長交際　
費支払調書公開請求分)ありました。

市
町
内
通
勤
・
通
学
者
、

そ
の
他
の
請
求
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「情報公開制度」は、市民の皆さんに市政に関する情報を提供す
ることにより、市政に対する信頼と理解を深めてもらうために設
けられたものです。
平成14年度の実施状況がまとまりましたのでお知らせします。
■公文書の公開請求
公開請求があると、実施機関は公開、部分公開、非公開のいず
れかの決定を行い、請求者に通知します。
平成14年度の、旧徳山市・新南陽市・熊毛町(旧鹿野町は情報公開
制度なし)の公開請求件数は24件で、内訳は左表のとおりです。
■不服申立て
部分公開、非公開の決定に対し、請求者が納得できないときは、
不服申立てをすることができます。不服申立てがあると、実施機
関は「周南市情報公開審査会」に諮問し、その答申を尊重して不服
申立てに対する決定を行います。
■情報公開請求の手続き
市の保有する情報(公文書)は、担当課の窓口や市政情報コーナ

ーなどで入手できるものがありますが、それ以外の公文書の公開
を望む場合は、情報公開の請求をしていただくことになります。
公開を希望する人は、情報公開総合窓口または各総合支所総務
課備え付けの「公文書公開請求書」に、必要事項を記入して提出し
てください。後日、請求者に決定通知書をお届けします。公開対
象文書によっては、請求時に即時公開できる場合もあります。
■問合せ 情報公開総合窓口10834―22―8220

請求内容 件　数 公　開 部分公開

文化協会運営費補助 1 1 -

集落排水工事の書類 1 1 -

公衆トイレくみ取り料支払関係 2 - 2

業務委託関係書類 1 - 1

城ヶ丘の下水配管図 1 1 -

競艇場の賃貸契約書 1 - 1

市長交際費等支払調書 1 - 1

工事の竣工検査調書 1 1 -

定期監査関連資料 1 1 -

合計 10 5 5

請求内容 件　数 公　開 部分公開

町議会録音テープ 1 1 -

町長選挙収支報告書 1 1 -

地区別懇談会議事録 1 1 -

協議会補助金 1 1 -

町営施設の維持管理費 3 3 -

町営施設の建設負担 1 1 -

公園建設の詳細 1 1 -

簡易水道の保全 1 1 -

合計 10 10 0

請求内容 件　数 公　開 部分公開

下水道工事の積算など 1 - 1

公用車の維持管理 2 2 -

自治会交付金の明細 1 1 -

合計 4 3 1

実施期間 旧徳山市 旧新南陽市 旧熊毛町

市町・町長 8 4 9

監査委員 1 - -

教育委員会 1 - 1

合計 10 4 10

区分 氏名 住所 電話番号

肢体 河本博文 東山町2―16 【徳】10834―32―8490

木船淳雄 須々万奥756 【徳】10834―88―0634

佐伯英男 須々万奥575―5 【徳】10834―88―2522

水津みさほ 須々万本郷2658 【徳】10834―88―2046

福場輝昭 久米793―2 【徳】10834―28―0089

矢田　孝 住吉町4―8 【徳】10834―31―9937

吉岡　正 下上2044―4 【徳】10834―63―2563

吉山雪夫 四熊412 【徳】10834―63―1485

秋本道夫 長田23―10 【新】10834―63―4713

石田　進 古市1―13―5 【新】10834―63―6817

沖　功 坂根町6―4 【新】10834―63―1441

貞弘清美 野村3―11―1―202 【新】10834―63―7729

徳毛裕之 大河内700―204 【熊】10833―91―6007

内部 岩本文男 周陽1―13―8 【徳】10834―28―0133

藤本秀雄 徳山8412―15 【徳】10834―21―8386

聴覚 大賀一誠 速玉町5―1―703 【徳】10834―32―6700

坪井初恵 速玉町3―17社会福祉センター内【徳】10834―22―8710

松本艶子 扇町3―1―106 【徳】10834―28―5038

中村英典 鹿野下845 【鹿】10834―68―3259

視覚 石村恒久 城ヶ丘2―1―18 【徳】10834―28―1393

立木秀夫 河東町6―40 【徳】10834―21―6993

田中正臣 速玉町3―17社会福祉センター内【徳】10834―22―8710

藤村繁夫 瀬戸見町10―5―101 【徳】10834―28―2325

氏名 住所 電話番号

河崎　進 栗屋562―8 【徳】10834―25―2825

光弘重子 慶万町6―18 【徳】10834―31―3764

山本連津子 西松原2―3―8 【徳】10834―21―9107

西畑鈴子 坂根町7―11 【新】10834―63―5247

松村泰子 川崎1―9―8―1 【新】10834―63―2185

伊藤　忍 安田22―275 【熊】10833―91―0790

原田フシコ 鹿野上2866 【鹿】10834―68―3097

身体
知的

平成14年度
旧市町の実績

内訳 人数 件数

市民 13 13

法人・団体 11 11

合計 24 24
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新南陽総合支所健康増進課
10834―61―3091

●健康相談
4日（水） 9：30 ～10：00 馬神集会所
5日（木） 9：30 ～10：30 巣山の山田さん宅
9日（月） 9：30 ～10：30 西広沢集会所
12日（木）10：00 ～10：30 老人憩いの家
12日（木） 9：30 ～10：00 田戸集会所
16日（月） 9：30 ～10：30 矢地峠集会所
16日（月） 9：30 ～10：30 大谷集会所
17日（火） 9：30 ～10：00 神楽伝承館
24日（火）13：30 ～14：30 川崎会館
25日（水） 9：30 ～10：00 高瀬集会所
25日（水） 9：30 ～10：30 木屋ヶ迫集会所
●7の日健康相談
6日（金）11：00 ～11：50 フジ新南陽店
●お年寄りの健康相談
5日（木）13：00 ～14：00 老人福祉センター
20日（金）13：00 ～14：00 老人福祉センター
●育児相談
3日（火）13：30 ～14：30 新南陽

ふれあいセンター
4日（水）13：30 ～14：30 新南陽

保健センター
13日（金）10：00 ～11：00 すくすくセンター
27日（金）10：00 ～11：00 にこにこセンター
●和田地区総合健診
19日（木）、20日（金） 和田公民館
●大腸がん、たん検査回収
26日（木）、27日（金） 和田公民館
●基本健康診査（予約制）
24日（火）13：00 ～13：40 新南陽

保健センター
●検診
24日（火）13：00 ～13：40 新南陽

保健センター
内容＝肝炎ウィルス、前立腺がん、大腸がん、歯周
疾患、肺がん、結核

周南市休日夜間急病診療所
診療科目 内科、小児科、外科
診療時間 休日＝9時～17時・19時～22時

平日夜間＝19時～22時
所在地 慶万町10―9【徳】 10834ー32ー2299

周南市休日歯科診療所
診療科目 歯科
診療時間 10時～12時、13時～15時
所在地 今宿町3―55【徳】 10834ー32ー1717

※受け付けはいずれも、終了時間の30分前までに。

熊毛地域在宅休日当番医 市外局番は「0833」
1日（日） 松村医院（本町） 191ー0303
8日（日） 松本医院（大江） 191ー6020
15日（日） 小川クリニック（勝間原） 191ー5777
22日（日） 熊北診療所（高代） 191ー0100
29日（日） ふじわら医院（大河内） 191ー7100
休日当番医テレホンサービス 192ー0029

※診療時間は9時～17時

※いずれも事前に、電話で確認してください。
※保険証及び福祉医療証などを必ず持参してください。

6月 新南陽地域

講演会と実技
「元気に体操ワン、ツウ、スリー」
体操で心も体もリフレッシュしませんか
日時 6月18日（水）13時50分～15時
場所 徳山保健センター
講師 運動指導士　藤井治彰さん
申込み 6月4日（水）から電話で健康増進課10834
ー22ー8553へ

たばこのお知らせ
「たばこをやめよう！」と思ったら
q動機をはっきりさせる
wたばこが欲しくなる時のパターンを知る（食後、寝
起きなど）

e禁煙開始日を決める
rたばこを吸いたい気持ちをコントロールする方法を
見つける（水を飲む、ゆっくり3回深呼吸するなど）

t1日、１週間、1か月と軽い気持ちで
y禁煙後、ついたばこを吸ってしまっても、あきらめ
ず、何度もチャレンジする！

健康増進課では「禁煙」をはじめ、たばこに関する相談
を受け付けています。昨年は禁煙相談に参加された
23人のうち、11人が禁煙に成功しています。気軽に
ご相談ください。
問合せ 健康増進課10834ー22ー8553

募集
「にこにこ歯磨き学級」
いっしょに歯磨きをして虫歯を予防しましょう
日時 6月17日（火）10時集合
場所 徳山保健センター
対象 2歳6か月から4歳未満で今まで受講したことの
ない幼児とその保護者10組（申込順）
持参物 母子健康手帳・タオル
申込み 電話で健康増進課10834ー22ー8553へ

募集
生涯現役講座2
懐かしい歌や演奏と小話
日時 6月17日（火）13時30分～15時
場所 徳山保健センター
講師 音楽ボランティア　中村照昭さん
申込み 徳山医師会在宅介護支援センター

10834ー32ー9035

■新型肺炎（重症急性呼吸器症候群＝SARS）
についての訂正
SARSに関する対応について、5月15日号広報周南

でお知らせいたしましたが、SARSの心配のある場合
は、医療機関で受診する前に、まず最寄りの健康福祉セ
ンターに電話などで連絡、相談してください。
問合せ 県周南健康福祉センター

10834ー31ー6394
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本庁健康増進課
10834―22―8553

●健康相談
生活習慣病予防のためのアドバイス、血圧測定、

尿検査など。
（○は栄養相談、◎は歯科相談も併せて実施）

2日（月） 9：30 ～11：30 鼓南支所
3日（火） 9：30 ～11：30 戸田支所
3日（火）13：30 ～14：30 長穂支所
4日（水） 9：30 ～11：30 湯野支所

◎4日（水）13：30 ～14：30 向道支所
5日（木） 9：30 ～11：30 櫛浜支所
5日（木）13：30 ～15：00 須々万支所
9日（月） 9：30 ～11：30 徳山保健センター
9日（月） 9：30 ～11：30 粭島公民館
10日（火）13：30 ～14：30 大向公民館
16日（月） 9：30 ～11：30 夜市支所

○16日（月）10：30 ～12：00 須金支所
18日（水） 9：30 ～11：00 尚白園
18日（水）13：30 ～14：30 中須支所

◎19日（木） 9：30 ～11：30 久米支所
24日（火） 9：30 ～11：30 菊川支所

ー7月の日程ー
◎1日（火） 9：30 ～11：30 戸田支所
1日（火）13：30 ～14：30 長穂支所
2日（水） 9：30 ～11：30 湯野支所
2日（水）13：30 ～14：30 向道支所
3日（木） 9：30 ～11：30 櫛浜支所
3日（木）13：30 ～15：00 須々万支所

●育児相談
保健師による乳幼児の相談、身体計測など。

（○は栄養相談、◎は歯科相談も併せて実施）
3日（火） 9：30 ～11：00 周陽公民館
4日（水） 9：30 ～11：00 夜市支所

◎9日（月）10：00 ～11：00 長穂支所
○◎10日（火）9：30 ～11：00 徳山保健センター

（生後8か月児から）
◎11日（水）10：00 ～11：30 須々万農村環境改

善センター
18日（水） 9：30 ～11：00 尚白園

◎18日（水） 9：30 ～11：00 鼓南支所
○24日（火） 9：30 ～11：00 久米支所
●3歳児健康診査
12日（木）12：40 ～13：30 徳山保健センター
26日（木）12：40 ～13：30 徳山保健センター

※少量の尿を持参ください。
●歯科相談
歯科衛生士による相談を行っています。
2日（月） 9：30 ～11：30 徳山保健センター

●栄養相談
徳山地域以外の人も気軽にご相談ください。
9日（月） 9：30 ～11：30 徳山保健センター

※健康診査受診結果、健康手帳を持参ください。
●健康づくり相談会（電話予約制）
健診結果を健康づくりに活かしていただくための

相談会です。血糖値が気になる人、ご相談ください。
23日（月） 9：30 ～11：00受付 徳山保健

センター
内容＝保健師、栄養士によるアドバイス
持参物＝健康診査受診結果、健康手帳
申込み＝電話で健康増進課へ。

鹿野総合支所健康福祉課
10834―68―2332

●リハビリ教室
6日（金）10：30 ～12：30 鹿野診療所
13日（金）10：30 ～12：30 鹿野診療所
20日（金）10：30 ～12：30 鹿野診療所
27日（金）10：30 ～12：30 やまなみ荘
●妊婦教室「たまごくらす」
18日（水）10：00 ～12：00 鹿野母子健康

センター
●乳幼児相談・赤ちゃんふれあい体験学習
10日（火）10：00 ～12：00 鹿野母子健康

センター
●母子健康センター開放日「ばんびフェスタ」
27日（金）10：00 ～12：00 鹿野母子健康

センター
内容＝絵本の読み聞かせ、おもちゃづくりなど
●すくすくくらぶ
3日（火） 子育てサロン 鹿野保育園
12日（木） 子育て相談サロン こどもすくすく

センター
17日（火） お友達づくり 鹿野保育園
24日（火） 子育てサロン 鹿野保育園
※時間はいずれも10：00～11：30
●健康相談
17日（火）13：00 ～15：30 高齢者センター
内容＝絵本の読み聞かせ、おもちゃづくりなど
●痴ほう性高齢者家族の集い
12日（木）10：00 ～12：00

やまなみ荘

熊毛総合支所健康福祉課
10833―92―0013

●健康相談
12日（木） 9：30～ 松舟集会所
●リハビリ教室「すみれの会」
4日（水） 13：30～15：30 高水ふれあい

センター
11日（水） 13：30～15：30 高水ふれあい

センター
18日（水） 13：30～15：30 熊毛公民館
●マタニティサークル
17日（火） ９：30～11：30 熊毛母子健康

センター
●育児相談
13日（金） 10：00～11：30 熊毛公民館
●健康教室
16日（月） 13：30～ 鶴いこいの里

須野河内交流館
●育児学級「子育てＨＯＴ２講座」
5日（木） 10：00～11：30 サンウイング熊毛

●2歳児教室「わくわく広場」
20日（金） 10：00～10：30受付 熊毛公民館
対象＝平成13年2月～6月生まれ（はがきを送付）
●でんでん虫の会（痴ほう性老人を抱える介護者の集
い）
11日（水） 13：30～15：20 高水ふれあい

センター

鹿野地域

熊毛地域

徳山地域

■新型肺炎（重症急性呼吸器症候群＝SARS）
についての訂正
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表 紙 説 明  

■発行日　毎月１日・15日　■編集　周南市広報広聴
課 〒745-8655 山口県周南市岐山通1-1 TEL 0834-

22-8232 FAX 0834-22-8224　■印刷　㈱ふじたプリント社

■熊毛地域の安田で、約200年前から伝承されてきた「熊毛
安田の糸あやつり人形浄瑠璃芝居」が5月11日、三丘徳修館
で開催されました。■周南市の誕生を記念して行われたこ
の日の公演には、熊毛安田の糸あやつり人形芝居保存会や
三丘小学校の皆さんが、日ごろの練習の成果を披露。味わ
い深い演技に、満員の会場から大きな拍手が送られました。

■市政情報番組 周南市政だより「ごみの収集が違う
わけ」（６月１日～15日）▼ＣＣＳ（４チャンネル）毎日６
時・15時・22時▼Kビジョン（11チャンネル）毎日９時30分
・14時30分・21時30分▼岐北テレビでもご覧になれます。
■ホームページ　http://www.city.shunan.yamaguchi.jp/
■Ｅメール　info@city.shunan.yamaguchi.jp

　　 中央図書館【徳】
　　  ☎ 0834−22−8689 休館＝月曜日、30日
■図書館貸出資料特集（1階）
　「ヤングアダルトにおすすめの本」　～29（日）
■図書館資料展示（2階）
　「いいなぁ、日本の森は。」　～29日（日）
　※ただし日曜日は17時まで
■とくやま読書会　５日（木）９：40～11：30
■としょかんお話し会　14日（土）10：00～11：00
　　出演＝ぽっぽっぽ　内容＝人形劇ほか

　　 徳山競艇【徳】
　　 レース案内 ☎ 0834−31−0000
■一般競走　5日（木）～10日（火）、13日（金）～17日（火）
■鳴門50周年記念〈場外発売〉5日（木）～10日（火）
■福岡50周年記念〈場外発売〉18日（水）・19日（木）
■第13回グランドチャンピオン決定戦（丸亀）〈場外発売〉　26日（木）～29日（日）

6月の献血日程　社会課  ☎ 0834−22−8465
１日（日）10：30～16：30　立正佼成会徳山教会
17日（火）９：00～11：30　競艇事業部【徳】
　　　　12：50～14：00　中国日産ディーゼル㈱徳山支店
　　　　14：30～16：00　徳山中央病院
18日（水）９：00～11：00　徳山税務署
　　　　12：30～13：30　㈱NTTネオメイト山口徳山営業所
　　　　14：00～16：00　周南健康福祉センター【徳】
19日（木）10：30～16：30　徳山大学
23日（月）13：00～16：00　㈱サンマート須々万店【徳】

会場 周南市文化会館【徳】
■出演 長山洋子、夏川りみ、八代亜紀、山本譲二、
　　　 吉幾三 ほか（五十音順）

開演開催日

　　 美術博物館【徳】
　　  ☎ 0834−22−8880 休館＝月曜日
■周南美術のあけぼの展　～29日（日）
■ギャラリートーク（学芸員による展示解説）
　　　　　　　　　　 ７日（土）・21日（土）14時～

　　 郷土美術資料館･尾崎正章記念館【新】
　　  ☎ 0834−62−3119 休館＝月曜日
■尾崎正章常設展「人･川･海～思い出の地福川」
■企画展「上本ひとし写真展～恐迷夢」
■所蔵作品展「土居健遺作展～七宝の輝き」
■中学生による「ふれあい作品展」　～８日（日）
■富田中学校「美術部作品展」　11日（水）～24日（火）
■福川中学校「美術部作品展」　26日（木）～７/21

　　 徳山動物園【徳】
　　  ☎ 0834−22−8640 休園＝火曜日
■春の動物画コンクール入選作品展示　～7/14

6月の納付
市 ・ 県 民 税１期分税務課 ☎ 0834－22－8273
国民健康保険料１期分 保険年金課 ☎ 0834－22－8312
介 護 保 険 料１期分 介護保険課 ☎ 0834－22－8467

6月のワンワン銀行　環境政策課 ☎ 0834−22−8322
15日(日)９:00～12:00　大迫田墓地前【徳】(雨天延期)

～７/５

人口
158,196（+374）

【出生】104人【死亡】116人【転入】1,294人【転出】908人

男
76,140（+193）

女
82,056（+181）

世帯
64,882（+247）

入場料　無料（ただし入場整理券が必要）
申込方法　6月24日（火）までに、往復はがき（１枚
１人分）の往信用裏面に郵便番号、住所、氏名電話番
号を、返信用表面に郵便番号、住所、氏名を書いて
〒745-0874公園区
　　　　周南市文化会館「歌謡コンサート」係へ
※申し込み多数の場合は、抽選により決定します。
※乳幼児の申し込み、入場はご遠慮ください。
放送　７月８日（火）20時～20時43分
　　　　　　　　　　　 NHK総合テレビ生放送
問合せ　文化会館【徳】　☎ 0834-22-8787
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